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１．はじめに
現在、図書館や他の類縁機関で用いられるデー
タベースシステムの多くは RDB系であり、XML
それもネイティブな XMLデータベースを用いる
ことはほとんどなかった。その理由の多くは、
XMLデータの大きさや処理時の高負荷によるも
のだった。
しかしながら、上記機関で利用されているデー
タ（資料の目録データ等）は明確な階層を持って
おり XMLデータとして利用するに値する形式で
あり、データ量や処理能力についても、近年技術
的な改善が見られ大量のデータを効率よく処理可
能なネイティブ XMLDBが出現している。
本稿では、図書館等で扱われている書誌・所蔵
データについて、XML形式で利用することを前
提にその可能性を述べたものである。また、国際
的な書誌データ作成基準（FRBR）や目録規則の
変化に伴う動向も考慮して論じることとした。
２．現在の書誌データ構造
２．１ NCR
各言語圏で作成・利用されていた書誌データ作
成基準（記述において）は、データの国際化に伴
い、１９７０年代以降 IFLA主導のもと ISBD（Inter-
national Standard Bibliographic Description：
国際標準書誌記述）として標準化された。わが国
で使用されている書誌データ作成基準は『日本目
録規則１）』（以下、NCR）におさめられているが、
それも、ISBDに準拠している。
書誌データの構造は NCRの場合、図書館のコ
レクション数や記録するデータの細かさによって
３段階に分かれているが、基本的には８つのエリ
アと各エリア内により詳細な情報を記録するエレ
メントに分かれている。表１は、NCR第２水準
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による各エリア（書誌的事項）とエレメント（書
誌的事項の各要素）の構造と名称を示したもので
ある。
これらのデータは、各資料について完全に埋め
られるべきものではなく、多くの資料の場合は、
半分程度の空要素で構成される疎なデータ群でも
あり、表を中心とした RDBよりは XMLデータ
として保持する利点も多いと考える。
記述情報は主に資料の同定識別に用いられる
が、検索においては、標目情報（アクセスポイン
ト情報）が利用される。標目データとして、タイ
トルや責任表示（著者や訳者など）の「よみ」を
NCRでは与えている。
２．２ JAPAN/MARC
先の NCRは、書誌データ（記述において）の
国際基準である ISBDに準拠した形式でデータ
項目を構築しているが、わが国では、書誌データ
を検索する場合に漢字だけではなくその「よみ」
を用いて利用することも考えなくてはならない。
資料検索がカードによって行われていた時とは異
なり、コンピュータ検索が主流になっている現在
は、書誌データ群の構成も「よみ」を含めたデー
タにしなくてはならない。日本におけるMARC
（MAchine Readable Catalog：機械可読目録）
データとしては「よみ」も含めた書誌データ構築
が必要である。その代表例が、国立国会図書館が
作成している JAPAN/MARCである。
JAPAN/MARCは RDBデータではなく、各資
料のデータを可変長１レコードごとに編成した形
態になっている。各レコードは、当該レコードの
構成図である外形式と、書誌データなどを収めた
内形式とに分かれて記述されている。書誌データ
については、記述ブロック（NCRの記述データ
とほぼ一致）と、アクセスポイントブロック（よ
みやローマナイズされたデータ）で構成されてい
る。表２に記述ブロックの一部分、表３にアクセ
スポイントブロックの一部分を示す２）。国立国会
図書館は国際的にも書誌データを流通させなくて
はならないため、他の言語圏とのデータコンバー
トを容易にするための UNIMARC版の JAPAN/
MARCも存在するが、ISBDに準拠している点
で基本的な構造は NCRとほぼ同じである。
３．現書誌データのXMLデータへの移行
現在の書誌データの基準と事例を考えると、そ
れらの構造を XMLデータへ移行することは困難
ではない。NCR第２水準を基本にして、記述デー
タと基本的なアクセスポイントデータ（標目デー
タ）を組み合わせて必要最小限の階層構造（部
分）を示すと図１のようになる。
この XMLデータ階層図には８つのエレメント
が記述されているが、当該資料にとって必要がな
い場合は空要素とすることも可能である。また、
表１ NCR（ISBDに準拠）第２水準でのエリアと
エレメントデータ
エリア エレメント
１ タイトルおよび責任
表示
本タイトル
資料種別
並列タイトル
タイトル関連情報
最初の責任表示
２番目以降の責任表示
２ 版 版表示
特定の版に関係する責任表示
３ 資料（または刊行方
式）特性
４ 出版・頒布等 出版地
出版者
出版年
５ 形態 特定資料種別と資料の数量
その他の形態的細目
大きさ
付属資料
６ シリーズ シリーズの本タイトル
シリーズの並列タイトル
シリーズのタイトル関連情報
シリーズに関する責任表示
シリーズの ISSN
シリーズ番号
７ 注記
８ 標準番号、入手条件 ISBN（国際標準図書番号）
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表２ JAPAN/MARC 2009 フォーマット 記述ブロックデータ（部分）
表３ JAPAN/MARC 2009 フォーマット アクセスポイントブロックデータ（部分）
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アクセスポイントとなる要素については、適宜日
本語よみを追加しなくてはならない。より詳細な
データ定義については、別途 XML Schemaに
よって記述する必要もある。
４．FRBR
４．１ 概要と目録規則への影響
FRBR（Functional Requirements for Biblio-
graphic Records）は、「書誌レコードの機能要
件」と日本語訳されている。従来の書誌データ
は、利用者の観点からは十分に吟味されておら
ず、FRBRの提示によって初めて利用者にとっ
て有効な書誌データ検索の構造が明確化したと
言ってもよい。
IFLAから、１９９７年９月に出されたこのレポー
トは、１９９２年に発足した国際図書館連盟（IFLA）
書誌レコード機能要件研究グループが、IFLA目
録部会常任委員会に提出して承認を受けた最終報
告書である。レポートでは、本研究のねらいの一
つとして、「利用者ニーズに応えるという観点か
ら、書誌レコードが提供しようとするのは何に関
する情報か、そして書誌レコードが果たすべきこ
とは何かについて、明確かつ厳密に規定された、
理解を共通にする枠組みを作る」和中、古川、永
田（２００４）こととしている。よって、FRBR自
体は NCRのような目録規則ではなく、書誌デー
タを構成する上で現在必要と思われる最低限の構
造を提示している。
FRBRにはいくつかの柱があるが、最も重要な
のは、人間の営む知的・芸術的な活動によって生
成された「実体」を定義し、その関係を書誌デー
タを用いて示したことである。この分析に用いら
れた手法は、実体関連分析（entity-relationship
analysis）であり、親和性からすると RDB的傾
向を持っている。以下図２に、FRBRの核心と
もいえる４つの実体の関係をあらわす E−R図
（ベースコンテキスト的な）を示す。
図２において、従前の書誌データに対応する部
分は、体現形または個別資料である。正確ではな
いが、体現形は書誌データとして、個別資料はコ
レクションを管理する組織の所蔵資料データとし
て構築することも可能である。
先述したように、FRBRは目録データを作成
する規則ではないが、データ作成の基盤を提供し
ている。この枠組みにより、英米目録規則
（AACR2）は、そのルール改訂をほぼ完了して
おり、本年中に名称も RDAに変更されて刊行さ
れる予定である。
図１ XMLによる書誌データ階層構造（Edition エ
リア以降のエレメントは省略）
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４．２ FRBR構造をもとにしたXMLデータ試行
図２をもとにして、階層構造的に先の XML
データ階層図を図３として再提示する。
図２の上位階層として workと expressionを
挿入し、その下層部分については、図２の現時点
での書誌データ階層をそのまま用いた。よって階
層が２階層分増加するが、現在利用できるネイ
ティブな XMLデータベースで使用できる程度の
図２ FRBR定義による４実体関係（FRBR第１グループによる）
図３ FRBR構造をもとにしたXML書誌データ階層構造
深水：書誌データのXML化 ２１７
階層だと判断する。また、空欄になっている部分
は、昨年１１月に提示された RDAのドラフトを参
考に必要な部分を充当するべきだと考える。この
時点でのデータ構造階層図としては、最低限のも
のだけを取り入れ、ルールとしてある程度確立さ
れた時点（NCRの次版が FRBR化されるなど）
で変更を行う予定である。現在進行している策定
を、より柔軟性を持ってシステムとして構築する
場合にも、XMLデータを用いたアジャイルな開
発スタイルは有効で、その点でも RDBやハイブ
リット RDBの開発よりもシステム構築上の利便
性は高いと判断できよう。
４．３ 新国際目録原則との関係
FRBRは新たな書誌データの枠組みを提示し
たが、書誌データを作成する規則のベースは別に
ある。現在の目録規則の大前提となっている国際
目録原則は１９６１年制定によるもので、新たな原則
の策定が待たれている。その原則の覚書は本年２
月に IFLAによって完成している。当然ながら、
FRBRの枠組みを使用した覚書となっている。
覚書には、「３．実体、属性および関連」中に、
「目録規則は、書誌的宇宙の概念モデルにおいて
定義されている実体、属性および関連を考慮する
ものとする」とし、具体的な実体として、著作、
表現形、体現形、個別資料があげられている（第
１グループのみを列挙）。また、「４．目録の目
的および機能」として、「目録は、利用者に次の
ことを可能にする、有効かつ効率的な道具である
ものとする」としたうえで、以下に相当する一群
の資料を見つけだすことを明記している（第１グ
ループのみに関する部分を抽出）国立国会図書館
収集書誌部（２００９）３）。
同一の著作に属するすべての資料
同一の表現形を具体化するすべての資料
同一の体現形を例示するすべての資料
いずれも著作から体現形に至る階層的な構造中
において必要な資料を検索できるような国際的な
仕組みを共有しようとするもので、その覚書をい
ち早く具体化する言語圏ルールが RDAとなるだ
ろう。
５．データ範囲拡張の可能性
今回、階層的なデータで、かつ、十分なデータ
構造を確定できない場合の事例として、現時点で
の標準的な書誌データ構造を利用したが、筆者と
してはよりデータの範囲を広げて、利用できる可
能性があると考えている。一般に公共図書館や大
学図書館の場合、当該図書館に所蔵されている情
報として、所蔵データとそれらのデータの書誌
データが存在するが、利用状況等のデータや統計
的なデータは別の情報として（RDBの場合は別
テーブルとして）保持されている場合が多い。公
共図書館も大学図書館も、その所蔵数の多さから
あるいは処理的な問題やデータの質的な違いから
そのようにしていると思われる。所蔵数も限ら
れ、貸し出しや返却情報、統計情報もそれほど多
くの容量や処理負荷がかからない状況ならば、
XMLデータの階層を一つ増やして処理を行うこ
とも不可能ではない。その場合、書誌・所蔵デー
タとは異種な情報が入りこむが、処理速度の低下
や利便性の欠如が見られなければ、異種データの
取り込みも可能ではないか。このような場のひと
つとして、学校図書館を候補に挙げることができ
よう。
学校図書館においては、資料を検索して提示し
利用するだけの場ではなく、使用した資料の活用
情報も本来共有すべき重要な情報だと考えてい
る。現在、市町村レベルで学校図書館の所蔵デー
タ共有化が図られつつあるものの、それはいまだ
に部分的なもので、孤立した学校図書館とその関
係者は多数存在する。彼らの技術や利用による教
育情報の蓄積は個人に帰することが多く、共有で
きないのが現状である（市町村レベルの情報交換
も活発だとは言えないうえに、研修会などに参加
できる人的または費用的な余裕がそれぞれの図書
館にはない）。これまで述べてきた、書誌データ
の特徴と現在の急速な変化を利用して、オープン
なシステムとしての学校図書館情報システムが構
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築可能かどうかを今後検討していきたい。そのた
めには、よりコアなデータの選択と拡張範囲内の
データ選別が必要となる。
６．おわりに
新たな FRBRの構造を含めた書誌データ構造
を XLMの持つ階層構造と比較しながら論述を進
めてきが、不確定な要素があるために物理的な
データ設計までには至らなかった。不確定要素の
中には、表現形バリエーションや、著作や著者
（責任表示）の統一といった問題が含まれる。後
者は、FRBRの課題としても明示されているが、
典拠データに関する手法でもあり、今後の動向を
見て設計に反映する必要もある。しかしながら、
不確定な要素についても、現状の XMLDBは対
応しているし、その点でも XMLのデータ構造は
有効かもしれない。
今回は、概念データモデルの設計を行わず直接
現状の書誌データをもとに簡易なデータ構造を提
示したにすぎないが、RDAの刊行を待ってより
正確な汎用的なデータ構造を思案し、同時に、学
校図書館に特化した設計を UMLで再考したうえ
で、順次設計過程を踏めればと考えている。
注
１）Nippon Cataloging Rules : NCR．最新版は、
１９８７年版改訂３版である。
２）国立国会図書館Webページより引用。
（http : / /www.ndl .go . jp / jp / library /data /
jmarc2009.pdf ２００９年９月１０日閲覧）
３）国立国会図書館Webページより引用。
（http : //www.ndl.go.jp/jp/library/data/ICP−
2009_ja.pdf ２００９年９月１０閲覧）
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XML-based Bibliographic Data Processing
KOJI FUKAMI
School of Social Information Studies, Otsuma Women’s University
Abstract
The bibliographic data presently in use in libraries and other institutions have not
been XML-based (extensible markup language) although this language has a relatively
simple hierarchical structure. In recent years, international rules governing the format of
bibliographic data are being formulated. When these rules are in effect, more and more
bibliographic data will assume the format friendlier to hierarchical structure. This paper
shows the hierarchical stucture of the XML-based data made according to the new rules
along with the hierarchical structure of the XML-based data made according to the exist-
ing rules. It also shows examples of extension that uses indeterminate information,
which is characteristic of XML-based data processing.
Key Words（キーワード）
XML : Extensible Markup Language（XML），native XML data base（ネイティブ XML-
DB），FRBR : Functional Requirements for Bibliographic Records（FRBR），RDA : Re-
source Description and Access（RDA），school library（学校図書館）
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